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ロジックモデル作成の目的

◼構成を図示して、全体像を把握する。

◼アウトカムを共通認識として共有する。

◼個別施策とアウトカム（中間、分野別、
最終）のつながりを確認することにより、
個別施策の適切さを検討する。

◼指標を設定して、評価につなげる。
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ロジックモデルの構造
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対象者に起こった変化

⚫ 個別施策ごと
にアウトプッ
ト指標を設定

⚫ アウトプットとア
ウトカムが区別し
にくいこともある

⚫ 幾つかの個別
施策で共通の
アウトカム

⚫ 分野ごとに
特有のアウ
トカム

⚫ 対策全体
のアウト
カム

⚫ 各アウトカムに
指標を設定
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第４期がん対策推進基本計画ロジックモデル：
がんと診断された時からの緩和ケアの推進
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